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今
回
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
、
大

隅
半
島
に
点
在
し
て
い
る
古
墳
を
中

心
に
遺
跡
を
Ｐ
Ｒ
。　

　

志
布
志
市
の
歴
史
を
め
ぐ
る
ま
ち

歩
き
か
ら
始
ま
り
、
本
町
で
は
、
神

領
古
墳
群
、
横
瀬
古
墳
を
散
策
し
ま

し
た
。

　

本
町
文
化
財
専
門
員
（
内
村
）
が

ガ
イ
ド
を
努
め
、
史
跡
概
要
や
出
土

品
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
古
墳
は
、
約
１
５
０
０

年
前
に
建
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

今
だ
多
く
の
謎
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
達
は
、
時
よ
り
空
を
眺
め

な
が
ら
、古
墳
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
か
の
よ
う
に
古
代
の
人
々
の

生
活
を
思
い
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

新
平
酒
造
で
は
、
工
場
見
学
を
行

な
い
、
試
飲
な
ど
で
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

に
も
努
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
古
墳
を
た
だ
眺
め
る

だ
け
で
な
く
、
ル
ー
ツ
や
広
域
的
な

交
流
、
時
代
背
景
の
説
明
を
聞
い
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
古
墳
フ
ァ
ン

に
な
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
大
隅
東こ
っ
ち
た
い

風
隊
』
で
は
、
２
弾
・
３

弾
と
ツ
ア
ー
を
計
画
中
で
、
大
隅
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
隅
全
域
で
着
地
型
観
光
を
定
着
さ
せ

る
た
め
に
、
大
崎
・
志
布
志
・
東
串
良
の

有
志
で
構
成
さ
れ
る
『
大
隅
東こ
っ
ち
た
い

風
隊
』
が

発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
近
隣
の
市
町
で
連
携
し
、
自

立
的
に
着
地
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

実
施
す
る
力
を
身
に
つ
け
活
力
・
元
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
に
結
成
さ

れ
た
の
も
で
、
本
町
か
ら
は
、『
お
お
さ
き

観
光
案
内
所
』
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
”
日
南
ロ
ー

カ
ル
線
で
行
く
大
隅
歴
史
探
訪
の
旅
”
と

題
し
宮
崎
か
ら
の
集
客
を
図
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
日
南
ロ
ー
カ
ル
線
に
乗
り

こ
み
、
日
向
灘
の
美
し
い
海
岸
線
を
眺
め

な
が
ら
、
志
布
志
に
到
着
。

　

大
隅
歴
史
探
訪
の
旅
が
ス
タ
ー
ト
で

す
！

　　　

志
布
志
市
（
ま
ち
歩
き
な
ど
）

　

↓
神
領
古
墳
群
見
学　

　

↓
新
平
酒
造
工
場
見
学
・
試
飲

　

↓
横
瀬
古
墳
見
学

　

↓
東
串
良
町
（
唐
仁
古
墳
な
ど
）　

大隅半島、大崎の魅力を PR!

    神領古墳群より出土した土器▲

〜新平酒造〜


